
（8）平成３０年（２０１８年）１０月３０日 No.210町田市議会だより

この広報紙は、１１６，５７６部作成し、１部当たりの単価は１１円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、
点字と声（カセットテープ版、
デイジー版）の「町田市議会
だより」を発行しています。ご
希望の方は、議会事務局調査
法制係（☎０４２－７２４－４０４９）
までお申し込みください。

第
８４
号
議
案
に
対
す
る
附
帯

決
議

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会

友
好
代
表
団
　
来
訪
　
　

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性

確
保
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
に
公
立
小
中
学
校
施

設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

事
業
の
期
間
延
長
と
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を

求
め
る
意
見
書

　

気
象
庁
が
「
命
に
危
険
が
あ
る

よ
う
な
暑
さ
」
「
災
害
と
認
識
」

と
評
し
た
今
年
の
猛
暑
に
よ
っ
て
、

熱
中
症
の
深
刻
な
被
害
が
広
が
っ

た
。
児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の
諸

活
動
が
、
夏
場
に
お
い
て
も
安
全

・
快
適
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
学

校
施
設
環
境
改
善
は
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
東
京
都

に
対
し
て
、
今
年
度
で
終
了
予
定

の
公
立
小
中
学
校
の
特
別
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
事
業
の
期

間
延
長
と
、
夏
休
み
中
も
部
活
動

な
ど
で
使
用
す
る
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
も
補
助
を
行
う
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

　

町
田
市
も
学
校
施
設
、
児
童
生

徒
が
利
用
す
る
全
通
学
路
の
点
検

と
安
全
性
確
保
に
向
け
て
改
善
の

必
要
が
あ
る
。
つ
い
て
は
、
国
が

引
き
続
き
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
緊
急
総
点
検
と
安
全
対
策
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
次
の
事
項
に

つ
い
て
積
極
的
な
対
応
を
求
め
る
。

①
今
回
被
災
し
た
地
域
の
通
学
路

の
変
更
や
立
ち
入
り
禁
止
等
の
措

置
を
含
め
対
応
す
る
こ
と
②
全
国

の
通
学
路
も
緊
急
総
点
検
・
調
査

を
実
施
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す

る
技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う

こ
と
③
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に

要
す
る
費
用
は
、
塀
の
修
繕
な
ど

小
規
模
工
事
、
そ
し
て
法
定
点
検

や
そ
れ
に
伴
う
修
繕
へ
の
補
助
制

度
の
創
設
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

東
京
都
目
黒
区
で
両
親
か
ら
虐

待
を
受
け
女
児
が
死
亡
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
虐
待
事
案
は
、
近
年
、

急
増
し
て
お
り
、
５
年
前
と
比
べ

る
と
倍
増
し
て
い
る
。
政
府
は
児

童
虐
待
防
止
対
策
を
強
化
し
て
き

た
が
、
今
回
の
事
案
は
、
児
童
相

談
所
が
関
与
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
虐
待
か
ら
救
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
虐
待
か
ら
子
ど

も
の
命
を
守
る
た
め
に
、
児
童
相

談
所
の
み
な
ら
ず
関
係
機
関
や
民

間
団
体
等
が
協
働
し
、
虐
待
の
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

本
条
例
の
う
ち
鶴
間
公
園
の
利

用
料
金
設
定
に
つ
い
て
、
青
少
年

健
全
育
成
や
介
護
予
防
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
動
等
に

取
り
組
む
市
民
利
用
者
に
対
し
、

配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
選
定
の
際

に
は
、
右
記
の
内
容
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
重
ね
て
求
め
る
。

町
田
市
長
宛
て

　

平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
）
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
拡

充
に
関
す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

請
願
項
目
１
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
の
女
性
悩
み
ご
と
相
談
に
お

い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

相
談
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
広
報

ま
ち
だ
７
月
１
日
号
か
ら
、
女
性

悩
み
ご
と
相
談
に
お
い
て
相
談
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
記
し
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

の
相
談
が
で
き
る
窓
口
と
し
て
、

女
性
悩
み
ご
と
相
談
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
従
来
通
り
、

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
適
切
な

機
関
へ
の
ご
案
内
も
し
て
お
り
ま

す
。

　

福
利
厚
生
の
適
用
な
ど
の
諸
施

策
に
つ
い
て
は
、
導
入
を
し
て
い

る
自
治
体
の
情
報
収
集
を
し
て
参

り
ま
す
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
」
を

既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
対

し
、
実
績
や
導
入
に
よ
る
効
果
な

ど
を
確
認
す
る
中
で
、
そ
の
必
要

性
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
、
同
性
カ

ッ
プ
ル
に
適
用
可
能
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
自
治
体
の
動
向
等
、
今
後
の
社

会
情
勢
を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
２９
年
度
の
会
派
別
収
支

は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２９
年
度
分
か
ら
会

計
帳
簿
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
公

開
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
対
策
委
員
会
】

　
委
員
の
就
任

　

就
任　

佐
藤
和
彦

（
９
月
２６
日
付
）

　

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友
好

代
表
団
一
行
１０
名
が
、
１０
月
１１
日

に
町
田
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
会
長
市

で
あ
る
町
田
市
を
訪
問
し
た
友
好

代
表
団
一
行
は
、
東
京
都
市
議
会

議
長
会
会
長
（
町
田
市
議
会
若
林

章
喜
議
長
）
を
初
め
、
東
京
都
市

議
会
議
長
会
副
会
長
（
小
金
井
市

議
会
議
長
、
東
久
留
米
市
議
会
議

長
）、
町
田
市
髙
橋
豊
副
市
長
、

町
田
市
議
会
佐
藤
和
彦
副
議
長
、

町
田
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
長

４
名
と
会
談
し
ま
し
た
。
友
好
代

表
団
一
行
は
、
会
談
後
、
町
田
市

庁
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
３
件
、
決

議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北京市区人民代表大会友好代表団の一行をお迎えして

町内会・自治会連合会会長から１０月９日
に議長へ提出されました。

９月に発災した北海道胆振東部地震により犠牲となられた方々のご冥福を祈るとともに、一日
も早い復興への切なる願いを込めて、議場にいる全員で黙禱を行いました。（本会議最終日）

町
田
市
町
内
会
・
自
治
会
連

合
会
か
ら
町
田
市
議
会
議
長

へ
「
避
難
施
設
運
営
モ
デ
ル

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
提
出

不
適
切
な
差
別
的
表
現
に
関

す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

市
の
職
員
は
、
社
会
通
念
上
、

多
く
の
人
々
が
差
別
と
考
え
て
い

る
、
ま
た
差
別
と
考
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
使
用

し
な
い
よ
う
に
、
常
に
気
を
付
け

て
、
日
々
の
業
務
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
障
が

い
者
へ
の
不
適
切
な
差
別
的
表
現

を
使
用
し
な
い
よ
う
に
、
研
修
等

を
と
お
し
て
、
そ
の
徹
底
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
田
市
議
会
に
お
け
る
障
が

い
者
差
別
に
当
た
る
表
現
の

再
発
防
止
に
関
す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

市
の
職
員
は
、
障
が
い
者
へ
の

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
、
常
に

率
先
し
て
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
努
力
を
す
べ
き

立
場
に
あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
障
が
い
者
と

の
接
し
方
に
関
す
る
職
員
研
修
を

実
施
し
た
り
、
職
員
の
業
務
用
パ

ソ
コ
ン
の
全
庁
掲
示
板
に
、
障
害

者
差
別
解
消
法
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
取
組
を
と
お
し
て
、
障
が
い
者

差
別
に
当
た
る
表
現
を
用
い
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

小
田
急
不
動
産
に
よ
る
小
山

ヶ
丘
６
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
に
関
す
る
「
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
の

請
願

経
過
及
び
結
果

　

請
願
項
目
１
に
つ
い
て
は
、
住

み
よ
い
街
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き

関
係
住
民
と
事
業
者
の
双
方
に
と

っ
て
価
値
あ
る
協
議
と
な
る
よ
う

事
業
者
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、
景

観
法
に
基
づ
く
手
続
き
の
中
で
、

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
街
づ
く
り

を
尊
重
す
る
よ
う
事
業
者
に
対
し

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
２９
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

請
願
の

処
理
経
過
及
び

結
果
報
告

議
会
の
人
事

（単位：円）

会派名 自由民主党 まちだ市民
クラブ 公明党 日本共産党 保守連合

所属議員数
（平成３０年３月８日時点） １１人 ８人 ５人 ４人 ４人

交付月数

平成２９年５月２５
日付けで１人辞
職 のため１１人
は１２ ヶ月分、
１人は辞職まで
の２ ヶ月分

平成３０年２月１８
日付けで１人辞
職 の た め８人
は１２ ヶ月分、
１人は１１ヶ月分

平成２９年１２月
２２日 に１人 死
亡 の た め５人
は１２ ヶ月分、
１人 は 死 亡 ま
での９ ヶ月分

平成２９年５月２５
日付けで１人辞
職のため４人は
１２ ヶ 月 分、１
人は辞職まで
の２ ヶ月分

１２ ヶ月分

収入額（交付額） ８，０４０，０００ ６，４２０，０００ ４，１４０，０００ ３，０００，０００ ２，８８０，０００ 

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ 
調査活動費 １，４５７，９９８ １，８７１，７４９ １，１４５，４４８ １４５，４４６ ４４０，７８３ 

研修・研究・会議費 ７９，１００ ５０，４００ １０１，５００ ０ ９４，５００ 
資料作成費 １８，９６２ ０ ０ ０ ０ 
資料購入費 ７２８，０２２ ７２８，５０５ ６５４，０２３ １３２，７５８ ８５，８６４ 

広報費 ４，７８４，７６７ ２，９６４，４９６ ２７３，１５８ １，８６３，５２９ ２，３２７，２５８ 
通信運搬費 ７１３，６１４ １，０５２，２５６ １，１０８，８９０ ０ ３７１，４２３ 

事務費 ９０９，２６２ １４１，９７３ ３９４，１２８ ５０３，６０９ ０ 
合計 ８，６９１，７２５ ６，８０９，３７９ ３，６７７，１４７ ２，６４５，３４２ ３，３１９，８２８ 

残余金（返還額） ０ ０ ４６２，８５３ ３５４，６５８ ０ 
※ 収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて

得た金額の月数分です。

平成２９年度政務活動費会派別収支報告一覧表（平成２９年４月～平成３０年３月８日）

９ ８ 月 ◎
９
月
定
例
会
の
日
程

２７
㊍

１９
㊌

１４
㊎

１３
㊍

１２
㊌

１１
㊋

１０
㊊

７
㊎

６
㊍

５
㊌

４
㊋

３
㊊

３１
㊎

３０
㊍

２８
㊋

２７
㊊ 日

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会

（
建
設
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

議
案
説
明
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

災
害
対
策
委
員
会

内
　
　
容
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